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村のようす
(6月1日現在） 、

世 帯数 1,424戸
人口 7,717人

男 3,757人
女 ;,960人
、積 46.65-
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境内 15.808平方米(4.183
坪）の内99乎方米(3,0坪）．

川辺八幡神社は国道 118号線（石川
街道）の西側にある。平安朝末期の石

川荘の総社であつたことは歴史に明徴

がある。その境内の東側に大杉があっ

て、境内整理の際盛土のため根幹部は
L8米 (6.0尺）位埋められているがそ
れでも幹囲は6.36米 (21.0尺）に達し

ている。埋めたて前の根幹は、 7.5,米

(25.0尺）以土はあったと思しまれる。

高さは37米(120.0尺）枝張りは四方に
9米 (5間）から18米 (10間）で地方

的巨樹といってよい。

この杉で注意すべきことは、頂上数

十糎を除くほかは枝はことごとく垂れ
て、普通の杉と形態を異にしている点

で、栃木県塩原のさかさ杉のようなも

のである。

根の崖面露出を見ると、いずれもね

じれて、垂枝性の他の植物と同じであ
る。樹令は幹囲 9.0米,(30.0尺）以上

の大杉に比すべきものであって 800年

をこえるであろう。

これは県文化財指定願〇説明であ
るが、昭和30年12月17・日県文化財指

定となった。国道 118号線が改修さ
れると、道のすぐ東側になるので、

おとずれる人も多くなると思iまれま
す。
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自
作
農
協
会
臨
時
総
代
会

国
土
調
査
座
談
会
川
辺
、
蒜
生

小
高

農
業
委
員
会

地
積
調
査
事
業
一
筆
調
査

教

育

委

員

会

教
育
委
員
会

青
年
学
級

体
育
指
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委
員
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公
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運
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審
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委
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親
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野
球
大
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村
民
磐
梯
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会

二
0
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五
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一
五

u
産

業

課

中
下
旬
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旬間

失
対
事
業
の
進
行

役
場
庁
舎
増
築
及
災
害
復
旧
工
事

入
札

村
単
工
事
個
所
測
量
及
設
計

県
単
補
助
農
道
設
計

建

設

課

二
五
日
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付
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（例 1)
夫婦、子供3人のl5人人就職家）族で

；，． 

(4 2年4月子供

所 区 分 4 1年度 4 2年度 比 較

； 総所得金額 -32-0,0-00 :J50,000 30,000 
専従者控除

゜
35'..,、.0・、. ~ . 000 0 

゜差引所得金額 320,000: 30,000 
雑損控除

゜
0 -

゜所 医療 費控 除

゜ ゜ ゜得 社会保険料控除 15,000 • 1一5,00・0 

゜控
生命保険料控除 10,000 10,000 

゜配偶者控除 18200,,.00000 0 8800,,00000 0 ゜除

扶甚控簑礎除 控 除
△ 4. 0,000 . 

額 控除 100,000 100,000 

゜額計 325,000 285,000 △ 40,000 

課税所得金額.I o¥ 65,ooo I 65,000 
算出額

゜
1,300 1,300 

村 税 額控 除

゜ ゜ ゜民 差引所得割

゜
1,300 1,300 

税 均 等 割 200 200 

゜算 吐出 額
200 1,500 1,300 

゜
1,300 1,300 

県
税差引.額• 控除

゜ ゜ ゜民 所得劃割

゜
1,300 1,300 

税 均. 等="-計・-
100 100 

゜100 1,400 1,300 

村県 民 税 額 I 300 I 2,900 l 2,600 

夫婦、長（障男害夫者婦1人、子）供孫4人

I 
（例 2) 甲

乙 夫婦、 子供 2 人

所 区 分 甲 乙 比 較

; 総専所得金控 額 700,000 500,000 △ 200,000 
従考除 160,000 

゜
△ 160,000 

差引所得金額 540,000 500,000 △ 40,000 
雑損控除 0 

゜ ゜所 医療費控除

゜ ゜ ゜得 社生会命保保険料陪除 20,000 20,000 

゜控
険料控除 20,000 20,000 

゜配 側者 控除 80,000 80,000 

゜除

扶甚控養礎除 額控控． 除
160,000 80.000 I△ 80,000 

額 除 ． 100,000 100,000 ・. 0 

計 380,000 300,000△ 80,000 

課税所得金額 I160 .ooo I 200 .ooo I 40,000 

村
算 出 で額 3,300 4,500 1,200 

税額控―褥 除 l・,ooo 

゜
△ 1 ;ooo 

民 差 引 所 割 2,300 4,500 2;2QO_ 

税 均 等 割 -, -200 200 o・ 
音t ； ・: ・ 2;500.,; 4,700 2,200 

/個[， ヽ

算 出 ．‘ 額 3;2QO 4,000 800 
税額 控除 1,00Q 

゜
△ 1,000 

民 差引所街割 2,200 4,000 1,800 

税 均 等 割 100 100 

゜計 2,300 4,100 1 ;soo 

村 県艮直i額 I4;.s'o., o I s・soo・¥ -• --4・・・・ し~、000 : 
・` ・-
) I 
, i'' 

（例 3) 最近3年問の所得控除額の改正
'・'. .. 

区 「分 I40  
4 1 ,'. 4 2 

青色事業業専専従従吾者控除:• 80,000ヽ :::100;000 J20,000 
白色事 者控除 50,000 60,0面 80,000 
配 偶者：，．、控除 ” ao,oop マ— ' 80,000 

::'う；●・ 30,0゚0
40;、’0’. 0●0 、 • '• 40;000 扶養:•• ,::¥ -控. ,_ 除 (11人0だ,ooけo) 

・.、, ,..'  
基礎控除 90,000 100心00 i lQ0,000 

去
年
は
均
等
割
三
百
円

で
す
ん
だ
の
に
今
年
は
三

千
円
に
な
＇っ
た
、
収
入
は

別
に
ふ
え
た
わ
け
で
な
い

の
に
税
金
だ
け
が
十
倍
近

く
に
も
な
る
の
は
お
か
し

い
で
は
な
い
か
0

(
例
一
）

甲
さ
ん
の
う
ち
で
は
私

（
乙
）
の
う
ち
よ
り
も
財
産

も
多
く
働
き
手
も
あ
る
。

従
っ
て
私
の
う
ち
よ
り
所

得
は
は
る
か
に
多
い
は
ず

な
の
に
村
民
税
は
逆
に
私

の
方
が
倍
も
高
い
。
こ
れ

は
ど
う
い
う
わ
け
な
の
だ

ろ
う
か
。
（
例
二
）

今
年
は
一
般
に
村
民
税

が
高
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

税
率
で
も
あ
が
っ
た
の

か
o
.

（
例
三
．
）

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
お

持
ち
の
方
が
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
の
で
、
村
民
税
は

ど
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ

れ
課
税
に
な
る
か
、
こ
れ

ら
の
例
に
つ
い
て
お
答
え

し
な
が
ら
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。例

題
に
入
る
前
に
、
村

民
税
の
概
要
を
申
し
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

村
民
税
は
所
得
に
応
じ

て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
あ
り
ま
す
が
、
税
額
は

前
年
中
の
所
得
金
額
か
ら

所
得
控
除
額
を
差
し
引
い

で
乙
よ
り
も
二
人
多
く
控

除
額
は
八
万
円
多
い
。
し

か
も
甲
に
は
障
害
者
が
一

人
い
る
た
め
村
県
民
税
合

て
二
千
円
の
税
額
控
除

せが
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
所

得
の
多
い
甲
さ
ん
よ
り
も

所
得
の
少
な
い
乙
さ
ん
の

方
が
税
金
は
高
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
家
族
が
多
け

れ
ば
そ
れ
だ
け
生
活
費
も

多
く
か
か
る
と
い
う
こ
と

か
ら
税
金
が
安
く
な
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

（
例
三
）
今
年
は
一
般

に
村
民
税
が
あ
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
税
率
が
か
わ

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

税
率
は
法
で
定
め
ら
れ
て

お
り
前
年
度
と
か
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
全
般
的
に
み

ま
し
て
昨
年
は
所
得
が
か

な
り
の
び
て
お
り
ま
す
こ

と
と
、
四
十
二
年
度
に
つ

い
て
ほ
所
得
控
除
に
！つ
い

て
の
大
幅
な
税
法
の
改
正

が
な
か
っ
た
こ
と
が
主
な

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

し
ょ
う
。

参
考
ま
で
に
最
近
三
年

間
の
所
得
控
除
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
別
表
に
あ
ら

わ
し
て
み
ま
し
た
。

以
上
ご
説
明
し
ま
し
た

よ
う
に
村
民
税
は
、
財
産

の
多
少
で
は
な
く
所
得
金

額
と
所
得
控
除
額
特
に
家

族
の
構
成
に
よ
っ
て
か
わ

っ
て
ま
い
り
ま
す
二
、
三

の
例
だ
け
で
は
十
分
な
説

明
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
ら
を
参
考
に

さ
れ
ま
し
て
村
民
税
に
対

す
る
ご
理
解
が
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
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議
会
だ
よ
り

0
総
務
常
任
委
員
会

去
る
六
月
七
日
午
前
九

時
よ
り
全
委
員
出
席
の
も

と
開
催
、
左
記
事
項
に
つ

い
て
審
査
及
ぴ
調
査
を
な

新
村
長
就
任
初
の
第
二

回
定
例
会
開
催
さ
る
ク
・

第
二
回
定
例
村
談
会
は
積
極
的
な
推
進
し
た
い
。

去
る
六
月
二
十
七
日
全
議
第
四
に
、
学
校
問
題
に

員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
つ
い
て
は
、
円
満
な
る
解

開
会
へ
き
頭
村
長
の
施
政
決
を
見
い
出
し
て
や
っ
て

方
針
が
開
陳
さ
れ
た
。
施
行
き
度
い
。

政
方
針
の
大
要
は
次
の
通
第
五
に
、
旱
ば
つ
対
策
に

つ
い
て
も
そ
の
施
策
を
し

り
で
あ
る
。

私
は
村
政
執
行
に
当
り
た
い
旨
、
力
強
い
施
政
方

重
大
な
る
責
任
を
感
じ
力
針
が
打
ち
出
さ
れ
感
銘
を

強
い
村
政
を
進
め
て
参
り
あ
た
い
た
。

た
い
。
前
丹
内
村
政
の
踏
本
第
回
二
定
例
会
に
於

襲
は
勿
論
で
あ
る
が
、
第
て
決
議
さ
れ
た
案
件
は
左

一
に
健
康
で
明
る
＜
豊
か
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
る
住
み
良
い
村
造
り
を
一
、
専
決
処
分
事
項
の
報

し

た

い

。

告

に

つ

い

て

。

（

二

件

）

第

二

に

、

経

済

政

策

の

報

告

通

り

承

認

充
実
に
よ
る
生
産
性
の
向
二
、
玉
川
村
税
条
例
の
一

上
と
相
侯
っ
て
経
済
団
体
部
改
正
に
つ
い
て
。

で

あ

る

農

業

協

同

組

合

と

原

案

通

り

議

決

の
密
接
化
、
さ
ら
に
ま
た
三
、
玉
川
村
職
員
定
数
条

母
畑
ダ
ム
の
早
期
着
工
の
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

推
進
、
農
業
改
善
事
業
の
て
。
（
保
健
婦
一
名
増

推
進
、
畜
産
の
振
興
、
春
員
）
原
案
通
り
議
決

蚕
の
振
興
、
養
鶏
事
業
の
四
、
昭
和
四
十
二
年
度
一

振
興
、
特
に
母
畑
ダ
ム
に
般
会
計
補
正
予
算
（
第

よ
り
本
村
に
お
い
て
水
ぽ
一
号
）
案

つ

予

定

戸

数

は

二

十

五

戸

原

案

通

り

決

厳

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
幾
五
、
請
願
陳
情
事
項
の
処

多
の
障
害
、
或
は
圧
力
、
理
に
つ
い
て
。
（
五
件
）

苦

難

が

予

想

さ

れ

る

が

、

以

上

自
信
と
勇
気
を
も
っ
て
そ

の
対
策
を
考
い
て
行
き
た

、。
＞ヽ

第
三
に
、
土
木
行
政
に

つ
い
て
、
道
路
及
び
橋
梁

の
政
良
工
事
に
つ
い
て
は

し
た
。

一
、
泉
郷
駅
に
電
話
架
設

の
陳
情
に
つ
い
て
。

本
件
は
電
話
が
な
い
た

め
利
用
者
が
大
変
不
便
を

感
じ
て
居
る
と
云
う
こ
と

で
泉
郷
駅
長
よ
り
陳
情
さ

れ
て
居
っ
た
も
の
で
、
本

件
は
委
員
会
と
し
て
は
是

非
架
設
の
要
あ
り
と
認
め

採
択
、
直
ち
に
本
議
会
に

報
告
、
議
決
さ
れ
た
。
近

日
中
に
泉
郷
駅
に
電
話
が

入
り
ま
す
の
で
お
利
用
下

さ
い
。0

全
員
協
議
会

去
る
六
月
十
三
日
議
会

全
員
協
談
会
が
開
催
さ
れ

左
記
事
項
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

一
、
農
協
有
線
放
送
に
つ

い
て
。

二
、
福
島
ェ
ン
ヤ
ふ
ら
ん

更
生
保
護
と
い
う
仕
事

は
、
罪
を
犯
か
し
た
人
の

改
善
と
更
生
を
助
け
て
、

社
会
を
犯
罪
よ
り
保
護
し

叉
犯
罪
を
予
防
す
る
活
動

を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て

社
会
の
人
々
の
福
祉
を
増

進
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
は
た
し
て
お
り
ま
す

が
仕
事
の
性
質
上
、
め
だ

場
阪
致
及
び
援
助
に
つ

し
て
。

三
、
境
界
変
更
に
つ
い
て

ニ
矢
吹
町
）
。

四
、
東
北
電
力
散
宿
所
の

合
併
に
伴
う
所
在
地
に

つ
い
て
。

五
、
庁
舎
増
築
に
つ
い
て

0
経
済
土
木
常
任

委
員
会

去
る
七
月
七
日
開
催
さ

れ
、
先
き
に
本
会
議
の
決

議
に
よ
り
付
託
さ
れ
た
、

請
願
書
四
件
に
つ
い
て
そ

の
内
容
及
び
現
地
調
査
す

る
た
め
、
小
原
議
長
、
小

林
委
員
長
を
先
頭
に
一
行

八
名
は
、
雨
上
り
の
悪
路

を
も
の
と
も
せ
ず
終
了
し

た
。
今
回
審
査
及
び
調
査

さ
れ
た
請
願
書
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

一
、
電
熱
利
用
共
同
育
苗

た
な
い
と
こ
ろ
で
、
叉
努

め
て
め
だ
た
な
い
よ
う
に

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
た

め
に
世
間
か
ら
な
か
な
か

理
解
さ
れ
に
く
い
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
の

仕
事
の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
も
っ
て
い
る
人
々

は
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
実
際

更
生
保
護
一
に
つ
い 施

設
に
よ
る
補
助
請
願

に
つ
い
て
。

請
願
者
、
南
二
の
組
た

ば
こ
総
代
大
越
一
良

二
、
街
路
灯
に
対
す
補
助

請
願
に
つ
い
て
。

請
願
者
、
玉
川
村
商
工

会
長
尾
形
量
致

三
、
灌
漑
用
施
設
に
対
す

補
助
請
願
に
つ
い
て
。

請
願
者
、
大
字
岩
法
寺

吉
田
常
吉

四
、
電
熱
利
用
共
同
育
苗

施
設
に
よ
る
補
助
請
願

に
つ
い
て
。

請
願
者
、
南
一
の
組
た

ば
こ
総
代
塩
沢
伝
次

◎
今
回
小
原
議
長
は
石
川

地
方
町
村
説
会
議
長
会
役

員
改
選
の
結
果
副
会
長
に

選
任
さ
れ
今
后
の
活
躍
が

益
々
期
待
さ
れ
る
。

に
協
力
と
か
援
助
と
か
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、

自
分
は
関
係
が
な
い
こ
と

だ
と
か
、
自
分
た
ち
に
は

何
も
で
き
な
い
と
か
、
思

っ
て
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ

多
い
よ
う
で
す
。

ほ
ん
と
う
ほ
、
社
会
の

な
か
で
の
人
間
の
更
生
、

立
直
り
の
た
め
に
は
、
又

社
会
の
な
か
で
の
「
更
生

保
護
」
の
成
功
の
た
め
に

ほ
、
い
つ
で
も
一
見
関
係

の
な
い
よ
う
な
周
囲
の
人

々
の
温
い
思
い
や
り
、
ち

よ
っ
と
し
た
援
助
や
協
力

が
大
き
な
役
割
を
は
た
し

ま
す
。犯

罪
と
か
非
行
と
か
を

な
く
す
た
め
に
は
本
来
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
人

々
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
理
解
や
協
力
が
広
ま
り

深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
犯
罪
者
も
す
く

わ
れ
、
犯
罪
も
へ
り
、
社

会
は
明
る
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
更
生
保
護
制
度

の
根
本
を
定
め
た
法
律
、

「
犯
罪
者
予
防
更
生
法
」

の
第
一
条
に
は
（
す
べ
て

国
民
は
こ
の
法
律
の
目
的

犯
罪
者
の
改
善
と
更
生
を

助
け
又
犯
罪
を
予
防
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
を

犯
罪
よ
り
保
護
し
、
社
会

の
人
々
の
福
祉
を
増
進
す

る
）
を
達
成
す
る
た
め
に

そ
の
地
位
と
能
力
に
応
じ

暑
中
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す

玉

川

村

役

場

村

長

大

越

力

夫

外

職

員

一

同 福
島
保
護
観
察
所

It-
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呻
つ
め
の
色
、
つ
め
の
よ
う
す
で
体
多
い
少
な
い
は
あ
ま
り
健
康
に
関
係

’

〗

一
の
調
子
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
ず
健
康
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
の
調
子
が
悪
い
一

111

な
つ
め
は
。
ヒ
ソ
ク
色
で
す
。
と
き
は
、
ふ
だ
ん
あ
っ
た
も
の
が
見
皿
一

一
白
っ
ぼ
い
の
は
貧
血
を
起
こ
し
や
え
な
く
な
っ
た
り
少
く
な
り
ま
す
。

I

マ
ニ
キ
ュ
ア

111

●

●

一

●

一

●

●

ニ

ー＿っ＿

5-と
国
配

[
す
く
、
つ
め
の

も
け
っ
こ
う
で

1

一
表
面
の
こ
ま
か

す
が
、
こ
れ
は
‘
血

ヽ

―

.

血
し
タ
テ
じ
ま
は

一
老
化
現
象
の
一
つ
で
、
年
令
に
よ
っ
生
き
も
の
を
ニ
ナ
メ
ル
で
い
じ
め
る

II

血
て
ふ
え
ま
す
。
ま
た
、
つ
め
の
つ
け
わ
け
で
、
寝
る
前
に
必
ず
お
と
し
ま
一
・

皿
根
に
見
え
る
白
い
半
月
型
の
も
の
が
し
ょ
う
。

(
N
H
K
だ
よ
り
よ
り
）
〗=＝-" 
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a
-

そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
寄
与
を
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

i

す
る
よ
う
に
努
ね
ば
な
ら
の
た
め
に
は
家
庭
、
学
校

．＿

な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
職
湯
そ
の
他
す
べ
て
の
社

――

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
会
環
境
の
整
備
を
強
化
す

，＿

七
月
一
日
か
ら
一
ヶ
月
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
又
一

間
を
強
調
月
間
と
し
て
行
一
方
健
全
な
青
少
年
の
育
]

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
社
成
を
図
る
と
共
に
、
非
行

i
-

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
犯
罪
に
お
ち
い
っ
た
青•一

も
す
べ
て
の
県
民
が
犯
罪
少
年
が
立
派
に
立
直
る
よ
^
{

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
う
温
か
い
愛
の
手
を
さ
し

i

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
伸
べ
再
び
非
行
を
お
か
さ

[

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
i

立
場
に
お
い
て
力
を
あ
わ
必
要
で
あ
り
ま
す
。

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
そ
こ
で
こ
の
運
動
期
間

f

家
庭
明
る
い
街
、
明
る
い
の
七
月
い
っ
ぱ
い
に
、
青

福
島
県
を
き
づ
こ
う
と
す
少
年
の
非
行
防
止
の
雰
囲
2

る
、
県
民
運
動
で
あ
り
ま
気
を
強
力
に
も
り
あ
げ
、

‘

す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
し
ん
と
う
さ
せ
よ
う
と
し

運
動
で
は
「
青
少
年
の
非
て
お
り
ま
す
。

行
防
止
」
を
重
点
目
標
に
み
な
さ
ん
の
心
か
ら
の

と
り
あ
げ
ま
し
た
。
青
少
御
協
力
を
御
願
い
い
た
ま
i

年
の
非
行
防
止
は
明
る
い
す
。

社
会
明
る
い
福
島
県
を
き

づ
く
た
め
現
在
最
も
緊
要
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部
・
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川
、
辺

竜

崎北塁 音
を
し
ぼ
っ
た
か
ら
、

と
思
っ
て
安
心
し
て
い
て

も
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘

れ
て
い
る
と
、
ラ
ジ
オ
は

夜
中
じ
ゅ
う
働
き
っ
ば
な

し
で
電
池
を
消
耗
す
る
の

で
す
。
こ
れ
で
は
電
池
も

た
ま
り
ま
せ
ん
。
聞
か
な

く
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
ス

イ
ヅ
チ
を
切
る
習
慣
を
つ

け
し
ょ
ぢ
う
。
そ
れ
か
ら
＂卜

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
は

長
い
間
、
聞
き
っ
ば
な
し

に
す
る
よ
り
ふ
時
々
休
め

て
聞
い
た
方
が
電
池
が
長

も
ち
し
．
て
お
得
で
す
。

と
こ
ろ
で
う
ち
の
ト
ラ

ソ
ジ
ス
タ
・
ラ
ジ
オ
は
、

ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
と

お
考
え
の
か
た
は
、
さ
f

ヽ＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
L
上
け
ま
す

.
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七
月
一
日
か
ら
E
紙
蒻

i

：

梅

雨

開

根

栖

二

＇
、

年

こ

さ

＞

111

空

梅

雨

の

星

見

上

ぐ

れ

ば

限

り

な

し

｀

の

額

が

変

り

ま

し

た

血

夏

草

り

野

の

道

失

せ

し

り

に

か

な
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l
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農
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墨
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主
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高

L
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・

ク

満

寿

ヘ

号
先
月
号
で
印
紙
税
の
あ
◎
不
動
産
等
の
所
有
権
移
，
一
11

み

ち

の

く

の

楢
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ら

づ

く
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2

ら
ま
し
を
発
表
し
ま
し
た
転
に
関
す
る
証
書
｀

．i

l

炎

天

や

整

●●

↓

給

＇
ふ

兵

．の

基

，
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＂
明
〈

＂
ク

く
ろ
は
．
い

．

：孫

良

《

第

が

七

月

一

日

よ

り
次
の
よ
◎
消
費
貸
借
に
関
す
る
証
奇

盃

窯

南

風

や

身

に

聴

く

旅

‘と
な
り
し
、
か
な

4
.i
浩

法

寺

.

竜

．！
府

く

ろ

は

い
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ぅ
に
税
額
が
変
り
ま
し
た
書

―
-
通
り
帆
の
黒
南
嵐
雲
の〗ち
が
れ
け
り
、

1

ク‘

＂

ク

(

,
文

乙

一

．

゜

◎

運

送

に

関

す

る

証

書

[
円
自

i
,自
目
'
！
目

i'',,
.... ,_
 
,
自
目
,
,
自
;
,，

ク
ー
、

小

林

ゆ

り

要

右

二

門

ク

の
文
訂
正
願
し
ま
す

南

須

釜

鈴

木

さ

ゆ

り

晋

作

長

女

五、

0
0
0
円
④
家
賃
通
帳
、
受
取
通
帳

゜

◎
請
負
に
関
す
る
契
約
書
記
載
金
高

ク

榊

枝

洋

子

忠

一

孫

＂い
．

契

約

金

一

万

円

未

満

一

万

円

未

満

の

も

の

：i

金

高

の

記

載

し

て

な

い

一

冊
1

年
以
内
の
付
込

ク

＾

大

越

健

．

ニ

ス

イ

ク

非
課
税
，i

も

の

五

0
円

に

対

し

て

四

0
円

非
課
税

．

‘

，
小

山

田

弘

金

＇

徳

．
四
男

1
0
0万
円

未

満

一

万

円

以

上

一

0
万

円

二

9
委

任

状

二

0
円

＠

半

取

帳

'

"
r

、

.＇
，
'

ク

ゎ

吉

村

忠

幸

忠

明

孫

二

0
円

以

下

五

0
円

一
④

受

取

書

一

冊

一

年

以

内

の

付

込

クク

揃

枝

真

紀

―

―

l-

ク

1
0
0万
円
以
上
二

0

1
0万
円
超
五
〇
カ
円

．

一

万

円

未

満

非

課

税

に

対

し

て

四

0
0円

，
．

9
北

須

釜

塩

菰

美

恵

子

政

L

与

ク

か

0
万

円

以

下

以

下

二

0
0円

ー

一
万
円
以
上
二

0
円

そ

の

他

詳

細

な

事

は

税

吉

佐

藤

栄

筋

策

二

男

二
0
0円
五

0
万
円
超
一

0
0
カ

．

R

預

金

通

帳

務

課

に

お

問

い

合

せ

下

さ

有

賀

枝

嘉

一

．、孫

↑
二

0
0万
円

を

こ

え

円

以

下

五

0
0円
．．

一
冊
一
年
以
内
の
付
込
い
。

ク

ま

―
――

1
0
0万
円

以

下

一

0
0円
万
超
五

0
0
I
:
 に

対

し

二

0
円

ヽ
{
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ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
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ラ
ジ
オ
に
は
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0
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以

下
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1
0
 0
万

円
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こ

え

一

、

0
0
0円

[-

こ
0
0万
円

以

下

五

0
0万
円
超
一
、

0
心

rこ
ん
な
注
意
を

-、0
0
0円

0
0万
円
以
下

報
L

五

0
0万
円

を

こ

え

二

、

0
0
0円
ト

ラ

ン

ジ

ス

タ

ー

ラ

ジ

'
-
、

0
0
0万
円

以

下

一

、

0
0
0万
円
超
オ
の
電
池
の
消
費
量
は
、

二、

0
0
0円
五

、

0
0
0万
円
以
下
―
音
の
大
き
さ
に
左
右
さ
れ
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，

呻
ど
電
池
は
長
も
ち
し
ま
せ

、Wノ

・
一
ん
°
叉
昨
日
ま
で
よ
く
聞

溝

井

一

、郎

111

こ
え
て
い
た
‘ト
ラ
ン
ジ
ス

皿
桜
島
裾
辺
の
家
並
見
え
そ
め
て
朝
も
や
睛
る
、

血呻

夕

1
ラ
ジ
オ
が
、
ど
う
も

血
ヽ
宿
に
目
ざ
め
ぬ

'

Ill

し
な
い
の
に
、
今
日
は
全

一
樟
の
木
の
か
げ
る
坂
道
登
り
ゆ
き
向
へ
ば
大

、
品
く
聞
こ
え
な
い
と
い
う
経

一
き
桜
島
山

皿
樟
の
木
に
こ
も
ら
う
風
の
音
さ
い
も
索
変
ら

＂
験
を
お
持
ち
の
か
た
も
い

一
ざ
る
古
き
史
の
跡

*

1

1

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

9

111

か
く
な
る
と
心
に
決
め
し
西
郷
は
四
国
の
環
・

血〗
こ
ん
な
と
き
は
、
ほ
ど
ん

nII

境
に
身
を
亡
ぽ
し
ぬ

．

＂
と
の
場
合
、

．前
の
日
に
ス

呻
西
郷
の
自
及
の
跡
に
た
ち
し
と
さ
汽
車
と
ゞ
皿

-

イ

，ッ
チ
を
切
り
忘
れ
て
し

一
ろ
き
て
眠
下
の
過
ぐ
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税務署だより
申告所得税の第一期分納期は7月31
日限りです。

予定納税のある方はお忘れなく納期内

に納めましょう。
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